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市
内
の
小
学
校
4
年
生
、
中
学
校
１

年
生
を
対
象
と
し
た
租
税
教
育
用
下
敷

き
を
3
、5
0
0
枚
作
成
し
、11
月
13
日

に
寄
贈
し
ま
し
た
。
下
敷
き
の
寄
贈
は

今
回
で
15
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

広
島
市
障
害
福
祉
部
が
支
援
す
る
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅲ
型
事
業
所

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・
ス
マ
イ
ル
中
山
」

に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
1
台
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
12
月
8
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ

た
贈
呈
式
に
は
、
野
坂
会
長
他
3
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
施
設
利
用
者
が
行
っ

て
い
る
創
作
的
活
動
な
ど
に
有
効
活
用

で
き
る
と
、
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
物
品
の
寄
贈
は
今
回
で
14
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

12
月
3
日
、
広
島
商
工
会
議
所
に
お

い
て
、広
島
商
工
会
議
所
と
共
催
で
、中

小
企
業
診
断
士
の
渡
邊 

功
氏
を
講
師

に
迎
え
て
、
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
消
費
税

引
上
げ
後
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
軽
減

税
率
対
応
」と
題
し
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
・
消
費
税
還
元
事
業
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
を
掲
げ
説
明
さ
れ
ま
し

た
。今
後
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
導
入
や

2
0
2
0
年
7
月
以
降
の
経
営
戦
略
を

考
え
る
う
え
で
、
大
変
有
意
義
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
42
名
。

社
会
貢
献
活
動

　

10
月
2
日
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
新
設
法
人
説
明

会
を
開
催
し
、
法
人
税
・
消
費
税
・

源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
、
広
島
東

税
務
署
審
理
専
門
官
の
河
崎
俊
英

氏
、
宮
崎
美
幸
氏
が
事
例
を
掲
げ

説
明
さ
れ
、
内
容
の
充
実
し
た
説

明
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
増
強

期
間
中

で
も
あ

り
、
法

人
会
の

チ
ラ
シ

を
配
付

し
入
会

を
お
願

い
し
ま

し
た
。

出
席
者

20
名
。

租
税
教
育
用
下
敷
き
の
寄
贈

税
を
考
え
る
週
間
パ
レ
ー
ド

消
費
税
セ
ミ
ナ
ー

物
品
の
寄
贈

新
設
法
人
説
明
会

渡邊　功氏

宮崎美幸氏

河崎俊英氏

　

11
月
11
日
、
広
島
東
間
税
会
の
主
催

す
る
「
税
を
考
え
る
週
間
パ
レ
ー
ド
」

に
、
他
の
税
務
協
力
団
体
と
と
も
に
会

員
9
名
が
消
費
税
の
啓
発
活
動
の
一
環

で
、
本
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
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10
月
28
日
、
お
り
づ
る
タ
ワ
ー
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
青
年
経
営
者
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
お
迎
え
し
た
の
は
、
株
式
会
社
広
島
マ
ツ

ダ
、
代
表
取
締
役
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

松
田
哲
也
様
で
す
。

「
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｄ
Ａ
と
お
り
づ
る
タ
ワ
ー
か
ら
世
界
を
眺

む　

～
躍
動
す
る
広
島
人
～
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

い
た
だ
き
、
青
年
経
営
者
ら
し
く
既
成
概
念
に
囚
わ

れ
ず
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く
事
の
重
要

性
な
ど
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、ご
講
演
の
中
で
も
あ
り
ま
し
た「
L
i
f
e�

i
n�

t
h
e�

W
o
r
k
」
の
考
え
方
の
も
と
、
広

島
マ
ツ
ダ
さ
ん
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
働
き
方
を
体

現
し
た
お
り
づ
る
タ
ワ
ー
内
の
オ
フ
ィ
ス
を
見
学
さ

せ
て
頂
き
、
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
働
き
方
の
実

例
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

県
内
法
人
会
会
員
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し

た
。�

（
青
年
部
会
研
修
委
員　

下
岸
宏
靖
）

　

11
月
18
日
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
て
、

槇
原
耕
太
郎
広
島
国
税
局
長
に
「
税
務
の
話
あ
れ
こ

れ
」
と
題
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

広
島
国
税
局
の
現
状
で
は
国
税
庁
の
組
織
と
機
構

に
つ
い
て
、
全
国
12
国
税
局
と
広
島
国
税
局
の
デ
ー

タ
に
基
づ
く
比
較
を
通
し
て
特
徴
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

課
税
調
査
と
査
察
調
査
の
説
明
で
は
、
任
意
と
強

制
の
違
い
や
、
結
果
に
伴
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
違
い

な
ど
と
共
に
、
査
察
調
査
の
流
れ
な
ど
日
頃
我
々
の

目
に
触
れ
な
い
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
す
る
時
代
に
合
わ

せ
、
ス
マ
ー
ト
税
務
行
政
の
実
現
に
向
け
て
の
対
応

や
、
酒
ど
こ
ろ
広
島
な
ら
で
は
の
酒
税
の
話
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

槇
原
局
長
の
ご
両
親
が
広
島
ご
出
身
と
の
事
で
、

流
ち
ょ
う
な
広
島
弁
も
披
露
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長　

市
原
洋
三
）

税
務
の
話
あ
れ
こ
れ

青
年
部
会 

経
営
者
勉
強
会

功
労
者
表
彰

広
島
国
税
局　

槇
原
耕
太
郎
局
長

加
来　
　

至　

㈱
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
ホ
テ
ル
ズ

　
　
　
　
　
　

広
島
ホ
テ
ル
事
業
所

山
根　

慎
司　

田
中
電
機
工
業
㈱

宮
川　

元
宏　

大
政
建
設
工
業
㈱

地
藏
堂　

功　

㈲
広
美
モ
ー
タ
ー
ス

八
田　
　

修　

山
陽
空
調
工
業
㈱

吉
井　
　

都　

ヤ
シ
マ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

下
野　

秀
法　

㈱
ウ
イ
ズ
ア
ー
ト

広
島
市
優
良
技
能
勤
労
者
表
彰

︿
広
島
東
法
人
会
長
賞
〉

学
校
法
人
安
田
学
園　

安
田
女
子
中
学
校

杉
原　
　

葵
さ
ん

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
習
字

︿
広
島
東
法
人
会
長
賞
〉

広
島
市
立
幟
町
中
学
校�

本
清　

心
乃
さ
ん

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

髙
田　
　

諭　

㈲
た
か
た
屋

山
内　

恭
輔　

つ
ば
め
交
通
㈱

広
島
東
税
務
署
長
感
謝
状�

11
月
13
日

榎
本　

暢
之

　

㈲
エ
ノ
モ
ト

山
本　

昌
宏

　

山
本
設
備
工
業
㈱

広
島
東
税
務
署
長

表
彰�

11
月
13
日
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12
月
12
日
、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
広
島
駅
南
に
て
、
有
限
会
社
ネ
ク
ス
ト
３
代
表
取
締
役  

三
上
次
郎
氏
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

銀
行
出
身
の
方
ら
し
い
、
銀
行
か
ら
の
目
線
が
よ
く
わ
か
る
講
演
で
あ
っ
た
と
共

に
、
銀
行
出
身
の
方
ら
し
く
な
い
ギ
ャ
グ
満
載
の
講
演
で
し
た
。

　

始
終
明
る
い
先
生
の
話
は
、
各
自
に
配
ら
れ
た
用
紙
に
記
入
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

ス
タ
イ
ル
。
そ
れ
が
一
般
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
自
社
の
数
字
を
入
れ
た
上
で
把
握

し
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
し
、
保
険
の
必
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　

経
営
の
根
本
を
再
確
認
で
き
、
ま
た
新
た
な
発
見
も
あ
る
良
い
時
間
で
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
テ
ー
ブ
ル

対
抗
ボ
ー
ル
回
し
ゲ
ー
ム
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

や
る
な
ら
本
気
で
、
と
い

う
意
気
込
み
が
広
島
東
法
人

会
な
ん
だ
な
と
感
じ
、
み
ん

な
で
ワ
ン
チ
ー
ム
と
い
う
認

識
も
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
広
島
全
部
ジ
メ

と
い
う
盛
沢
山
の
内
容
の
シ

メ
で
年
内
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

は
お
開
き
。

　

ま
た
来
年
か
ら
も
、
み
ん

な
で
作
っ
て
い
く
法
人
会
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
年
部
会
厚
生
委
員　

車
田
和
美
） 青

年
部
会
　
12
月
例
会

第
33
回
　
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
　
大
分
大
会

　

11
月
7
、
8
日
、
大
分
県

i
i
c
h
i
k
o
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、「
第
33
回
法
人
会

全
国
青
年
の
集
い
大
分
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
当
青
年
部
会
か

ら
は
小
川
部
会
長
を
は
じ
め
総

勢
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
式
典
前
日
の
租
税
教
育

活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
参
加
者
全
員
が
真
剣
に
聴

き
、
来
年
の
島
根
大
会
租
税
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
式
典
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
ア
ン
ミ
カ
氏

を
お
招
き
し
て
の
記
念
講
演
な

ど
、
非
常
に
心
に
残
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、来
年
、島
根
大
会

に
て
、租
税
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
。
小
川
部
会
長

を
筆
頭
に
租
税
プ
レ
ゼ
ン
実
行

委
員
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
納
得
の

い
く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

な
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
青
年
部
会　

異
業
種
交
流
委
員
長　

福
本　

宏
）

青
年
部
会
活
動
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8
月
24
日
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
そ
れ
を
吹
き

飛
ば
す
よ
う
な
明
る
い
26
名
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
し『
ウ

ミ
ノ
ス
-U
m
i
n
o
s
』
に
て
8
月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

例
年
で
は
宇
品
み
な
と
公
園
で
の
B
B
Q
や
平
田
観
光
農

園
の
果
物
狩
り
＆
B
B
Q
等
々
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

企
画
を
実
行
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
異
業
種
交
流
委
員
会
で

は
更
に
開
放
的
に
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
見
渡
す
限
り
海
と
い
う
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン『
ウ
ミ

ノ
ス
-U
m
i
n
o
s
』
で
の
開
催
。

　

B
B
Q
、
た
こ
焼
き
、
野
菜
の
丸
か
じ
り
、
カ
レ
ー
、
焼

き
そ
ば
、
地
ダ
コ
刺
身
等
々
た
く
さ
ん
の
食
材
で
皆
様
を
も

て
な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

特
に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
先
輩
O
B
も
含
め
平
均
年
齢
45

才
の「
砂
浜
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」。

　

皆
が
少
年
時
代
に
戻
り
と
て
も
楽
し
い
時
間
と
な
り
、
最

後
は
ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
そ
の
ま
ま
海
へ
と
飛
び
込
む
と
い

う
結
果
に
、
夏
の
終
わ
り
に
と
て
も
思
い
出
に
残
る
1
日
と

な
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
参
加
と
協
力
の
結
果
で
あ

り
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
か
け
た
点
も
あ
っ
た

と
は
思
い
ま
す
が
、
異
業
種
交
流

委
員
会
主
催
の
恒
例
行
事
と
し
て

来
年
も
よ
り
良
い
交
流
の
た
め
企

画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

�

（
青
年
部
会
異
業
種
交
流
委
員　

�

宇
高　

新
）

　

10
月
19
日
、広
島
東
法
人
会
青
年
部
会
懇
親
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
東
広
島
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
南
コ
ー
ス
に

て
開
催
。懇
親
会
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
、2
次
会

は「
ラ
ウ
ン
ジ
パ
ン
サ
ー
」で
行
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ

参
加
者
29
名
、懇
親
会
参
加
者
26
名
、多
く
の
方
々
に

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
天
気
予
報
よ
り

雨
が
長
引
き
ま
し
た
が
午
後
か
ら
は
天
候
も
回
復
し

気
持
ち
良
く
プ
レ
ー
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ゴ
ル

フ
優
勝
は
A
-S
T
Y
L
E
の
山
田
侑
樹
さ
ん
。ま
た

懇
親
会
で
は
ア
プ
ロ
ー
チ
ゴ
ル
フ
ゲ
ー
ム
で
競
い
合
っ

て
、
上
位
3
名
に
賞
品
を
獲
得
し
て
頂
き
ま
し
た
。

2
次
会
も
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。�（
青
年
部
会
広
報
副
委
員
長　

浅
田
圭
一
）

　

9
月
17
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
て
青
年
部
会
9

月
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
租
税
教
室
準
備
会（
行
こ
う
よ

島
根
、
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）」と
題
し
、
来
年
開
催
の

島
根
大
会
に
繋
が
る
第
一
歩
と
小
川
部
会
長
よ
り
激
励
が
冒
頭

に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
租
税
教
室
内
で
行
わ
れ
る「
本
気
じ
ゃ

ん
け
ん
」
を
方
井
組
織
副
委
員
長
の
掛
け
声
で
参
加

者
全
員
が
体
験
し
、
島
根
大
会
へ
向
け
て
の
機
運
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
前
年
、
前
々
年
の

全
国
大
会
優
秀
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
鑑

賞
、
各
小
学
校
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
文
の
内
容
を

確
認
し
、
当
青
年
部
会
と
し
て
今
後
の
租
税
教
室
を

よ
り
一
層
価
値
あ
る
も
の
に
す
べ
く
議
論
を
交
わ
し

て
い
ま
す
。

　

租
税
教
室
に
一
人
で
も
多
く
の
新
た
な
講
師
参
加

者
が
集
い
、
よ
り
質
の
高
い
租
税
教
室
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。�

（
青
年
部
会
組
織
委
員　

下
井
清
明
）

青
年
部
会
　
8
月
例
会

青年部会 ゴルフコンペ青年部会9月例会 租税教室準備会
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11
月
19
日
、
女
性
部
会
主
催
で

安
藤
和
津
さ
ん
の
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
立
姿
で

真
っ
赤
な
ス
ー
ツ
姿
か
ら
、
そ
の

後
お
話
し
さ
れ
る
幼
少
期
の
障
害

を
も
た
れ
て
い
た
叔
母
様
と
の
生

活
、
同
級
生
か
ら
の
無
邪
気
な
言

葉
に
よ
る
イ
ジ
メ
の
日
々
の
御
苦
労
は
微
塵
も
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
昨
年
ご
出
版
の
『
〝
介
護
後
〟
う
つ
「
透
明
な

箱
」脱
出
ま
で
の
13
年
間
』に
著
わ
さ
れ
た
、肉
親
を

自
宅
で
介
護
す
る
御
苦
労
と
葛
藤
を
さ
ら
に
、
や
さ

し
い
口
調
で
語
ら
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
も
各
方
面
で

活
躍
さ
れ
る
と
同
時
に
、
ご
家
族
の
活
躍
も
支
え
て

こ
ら
れ
た
と
お
察
し
す
る
と
、
安
藤
さ
ん
の
パ
ワ
ー

を
頂
け
る
よ
う
に
一
言
一
句
噛
み
し
め
な
が
ら
拝
聴

い
た
し
ま
し
た
。「
一
語
一
笑
」「
一
日
一
笑
」と
含
蓄

あ
る
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
美
顔

の
た
め
の
顔
面
体
操
を
実
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
明
日
を
つ
く
る
の
は
他
人
で
な
く
自
分
自

身
で
す
。と
言
わ
れ
、目
線
を
上
に
胸
を
張
っ
て
正
々

堂
々
と
生
き
て

い
く
清
々
し
さ

を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

�

（
女
性
部
会
研

修
委
員　

伊
藤

瑞
穂
）

　

12
月
11
日
、
西
洋
料
理
L
U
S
S
O
ダ
イ
ニ
ン
グ
三
階
に
て
、
女
性
部
会
第
三
回
定

例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
木
工
ク
ラ
フ
ト
」の
作
製
の
ご
指
導
を
た
む
ろ
木
材
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式

会
社
の
田
室
名
保
美
広
報
委
員
長
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
さ
が
一
つ
一
つ
違
う
木

片
に
各
自
が
好
み
の
色
の
自
然
塗
料
い
ろ
は
を
筆
で
塗
り
ま
し
た
。
や
や
乾
い
た
頃
、

一
番
長
い
木
片
を
下
に
置
い
て
中
央
に
棒
を
通
し
、次
に
長
い
木
片
を
直
角
に
交
互
に

重
ね
て
い
き
、
て
っ
ぺ
ん
に
は
星
型
の
も
の
を
飾
る
と
、
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

型
の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。
会
員
一
人
一
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
の
仕
上
が
り
に

笑
顔
で
癒
さ
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、懇
親
会
が
行
わ
れ
、2
0
1
9
年
の

女
性
部
会
の
活
動
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。�

（
女
性
部
会
広
報
委
員　

林
ゆ
か
り
）

　

1
月
15
日
、広
島
東
税
務
署
に
お
い
て「
女
性
部
会
税
務
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
広
島
東
税
務
署
の
寺
戸
法
人
統
括
官
、
森
下
個
人
統
括
官
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
る
電
子
申
告
な
ど
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
税

務
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
将
来
に
向
け
て
の
重
要
な
事
項
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
熱
心

に
聴
講
い
た
し
ま
し
た
。

　

研
修
後
は
署
長
や
幹
部
の
方
と
租
税
教
育
や
消
費
税
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

厳
し
い
残
暑
が
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
か
と
思
え
る
9
月
20
日
、
二
葉
に
て
第
二

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
美
し
い
姿
勢
と
健
康
な
歩
き
方
」
と
題
し
た
講

師
は
K
I
M
I
K
O
氏
で
す
。
皆
、
演
題
と
講
師
が
案
内
さ
れ
た
時
か
ら
興
味
深
く

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
K
I
M
I
K
O
氏
と
の
時
間
は
想
像
以
上
! !
充
実

し
た
時
間
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

「
歩
き
方
を
変
え
た
だ
け
で
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
、
好
き
な
人
に
会
っ
て
、好
き

な
も
の
を
食
べ
て
、こ
ん
な
に
幸
せ
を
更
新
で
き
る
人
生
を
歩
ん
で
い
る
。」
と
い
う

K
I
M
I
K
O
氏
は
、
最
高
に
輝
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昼
食
会
も
素
晴
ら
し
く
、
お
庭
の
見
え
る
一
室
で
秋
の
味
覚
を
堪
能
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
部
会
、
ま
す
ま
す
颯
爽
と
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

�

（
女
性
部
会
広
報
委
員
長　

田
室
名
保
美
）

女性部会 第三回定例会女性部会 税務研修会 女性部会第二回定例会
KIMIKO氏講演会

女
性
部
会 

安
藤
和
津
さ
ん
講
演
会

税務手続のデジタル化



　　12� 第168号　　令和２年３月　　

　

11
月
9
日
、
竹
原
町
並
み
保
存
地

区
見
学
と
う
さ
ぎ
の
島
、
大
久
野
島

散
策
の
研
修
旅
行
に
参
加
し
ま
し

た
。参
加
者
24
名
の
う
ち
女
性
19
名
。

町
並
み
保
存
地
区
で
は
ガ
イ
ド
さ
ん

の
説
明
を
聞
き
、
塩
田
が
富
を
も
た

ら
し
、海
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

良
質
の
井
戸
に
よ
っ
て
、
造
り
酒
屋

が
3
つ
あ
り
、
保
存
地
区
の
建
物
が

現
在
も
使
用
さ
れ
、
維
持
、
管
理
さ

れ
て
い
る
御
苦
労
を
思
い
ま
し
た
。

昼
食
会
場
で
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
る
と
隣
の
人
と
打
ち
と

け
て
あ
っ
と
い
う
間
に
忠
海
港
へ
出

発
と
な
り
ま
し
た
。
一
時
「
地
図
か

ら
消
さ
れ
た
島
」
大
久
野
島
は
8
羽

の
ウ
サ
ギ
が

増
え
て
、
観

光
客
が
ウ
サ

ギ
と
遊
ぶ
た

め
ど
ん
ど
ん

エ
サ
を
与
え

る
の
で
元
気

で
た
く
さ

ん
。
穴
も
た

く
さ
ん
。
外

国
人
観
光
客

が
嬉
し
そ
う

で
し
た
。
大
久
野
島
の
戦
争
遺
構
は

今
回
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
見
る
だ
け

に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
が
戦
争
状

態
で
な
い
こ
と
治
安
良
好
な
こ
と
が

「
最
高
」。
大
久
野
島
国
民
休
暇
村
前

か
ら
見
る
瀬
戸
内
海
は
、
お
だ
や
か

な
海
の
中
に
、船
が
行
き
か
い
、潮
の

香
り
も
感
じ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

時
間
が
流
れ
て
行
き
ま
す
。
こ
の
研

修
旅
行
と
同
じ
見
学
ツ
ア
ー
が
中
国

J
R
バ
ス
で
10
月
1
日
よ
り
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
法
人
会
研
修
旅
行
の

方
が
、昼
食
も
付
い
て
い
て
、リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
。
来
年
も
広
島
東
法
人
会
の

研
修
旅
行
に
是
非
御
参
加
下
さ
い
。

�

（
研
修
委
員　

青
野
重
信
）

　

今
年
も
ボ
ジ
ョ
レ
ー
ヌ
ー
ボ
ー
解
禁
の
時
期
に
、

講
師
と
し
て
野
村
明
未
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
に
戸
惑
い
な
が
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
野
村
先
生
が
「
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
マ
ナ
ー
の
基
本
」
と
語
ら
れ
、
く
つ

ろ
い
だ
雰
囲
気
が
会
場
を
包
ん
で
い
き
ま
し
た
。

「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
三
つ
の
感
謝
～
食
材
へ
の
感
謝
・

作
り
手
へ
の
感
謝
・
同
席
者
へ
の
感
謝
～
」
に
つ
い

て
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
と
異
な
り
和
食
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

と
な
り
、
お
箸
や
お
椀
の
扱
い
な
ど
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
和
食
の
マ
ナ
ー
と
と
も
に
、
和
食
に

し
か
な
い
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
研
修
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、

三
つ
の
感
謝
を
心
に
と
め
つ
つ
「
楽
し
い
食
事
」
を

実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
村
先
生
、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
の
皆
様
、
ご
同
席
い

た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
白
島
支
部
委
員　

永
井　

聡
）

テーブルマナー研修

法
人
会
研
修
旅
行
　
竹
原
町
並
み
保
存
地
区
見
学
・
大
久
野
島
散
策




